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平成 29 年 12 月 27 日 

日本原子力発電株式会社 

東海・東海第二発電所同時発災を想定した災害対策要員について 

（案） 

１．災害対策本部の構成 

東海発電所及び東海第二発電所（以下，「東海第二」とする。）の同時発災を想定した場

合の災害対策要員については，以下の考え方に基づき確保する。 

○ 東海発電所と東海第二を兼務する職務【46 名】 

本部長，本部長代理， 

各本部員（但し，東海第二運転本部員と東海発電所廃止措置本部員を除く） 

情報班（班長），広報班（班長・班員），庶務班（班長・班員・自衛消防隊） 

技術班（班長・班員），オフサイトセンター派遣要員 

○ 各々発電所別に独立した災害対策要員を確保する職務【86名】 

東海第二原子炉主任技術者，東海発電所廃止措置主任者， 

情報班（班員），保修班（班長・班員），放射線管理班（班長・班員）， 

東海第二運転班（本部員・班長・班員），  

東海発電所廃止措置班（本部員・班長・班員） 

（１）技術支援組織 

  ａ．保修班，放射線管理班 

・東海及び東海第二の事故収束のために行う現場作業及びそれに伴う検討に時

間を要することを想定し，具体的な作業指示を行う班長と現場作業を行う班

員は，各々発電所別に独立した災害対策要員とするため，東海第二の重大事

故等対応は，東海発電所で発生した事故の対応に影響を受けない。 

ｂ．技術班 

・東海及び東海第二の事象の進展予測及び事故収束に関わる検討に要する時間

を想定できないため，各々発電所別に独立した災害対策要員を確保する。こ

れより，東海第二の重大事故等対応は，東海発電所で発生した事故の対応に

影響を受けない。 

ｃ．東海第二運転班，東海発電所廃止措置班 

・東海及び東海第二の対象とする設備が明確に異なり対応する要員の必要とす

る知識・技能が異なるため，各々発電所別に独立した災害対策要員を確保す

る。これより，東海第二の重大事故等対応は，東海発電所で発生した事故の

対応に影響を受けない。 

（２）実施組織 

  ａ．保修班 

・東海及び東海第二の事故収束のために行う応急復旧作業に時間を要すること
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を想定し，具体的な作業指示を行う班長と現場作業を行う班員は，各々発電

所別に独立した災害対策要員とするため，東海第二の重大事故等対応は，東

海発電所で発生した事故の対応に影響を受けない。 

ｂ．庶務班（防災班長，自衛消防隊） 

・火災の発生は広範囲（東海／東海第二の建屋内外及び敷地全域）で発生する可

能性があることから，複数個所の火災を想定し，防災班長，自衛消防隊員，

消防車及び資機材を敷地全域での対応を考慮して兼務とする。班長と自衛消

防隊員を兼務とすることで，発生した火災に優先順位を考慮して消火対応を

行う。このため，東海第二の重大事故等対応は，東海発電所及び敷地などで

発生した火災の対応に影響を受けない。 

（３）運営支援組織 

  ａ．情報班 

・ 班長は，班員からの報告を受け，東海及び東海第二の事故収束の対応状況を

全体的に把握した上で，対外機関への対外連絡を実施することから，兼務と

する。班員からの報告に基づくプラント状態の把握及び対外機関への連絡の

判断は短時間に行われるため，東海発電所に関わる対外機関への連絡に伴う

作業は，東海第二の重大事故等対応に影響を及ぼさない。但し，情報班の班

員はプラント状態の把握とそれに伴う対外発信の作成時間を要することを想

定し，各々発電所別に独立した災害対策要員とするため，東海第二の重大事

故等対応は，東海発電所で発生した事故の対応に影響を受けない。 

ｂ．広報班 

・ 班長及び班員は，災害対策本部内の情報を整理し，東海及び東海第二の事故

収束の対応状況を全体的に把握し，報道機関へのプレス対応を実施する。東

海及び東海第二のプラント状況を収集するために兼務とする。 

ｃ．庶務班（保健安全班，施設防護班） 

・ 班長及び班員は，災害対策本部内の情報を整理し，東海及び東海第二で発生

した人災及び施設防護の状況を全体的に把握し，優先度を定めて対応する。

優先度に関わる判断を行うため，東海及び東海第二の状況を入手する必要が

あることから兼務とする。なお，情報の収集に基づく優先度の判断は短時間

で行えることから，東海発電所で人災及び施設防護上の不具合が発生して対

応が生じても東海第二の重大事故等対応への影響は受けない。 

（４）本部員 

  ａ．本部長，本部長代理，各本部員 

・各班の作業状況の報告を受けて東海発電所及び東海第二の事故の状況を把握

し， 優先度を踏まえて指示を出すために，両発電所の状況を把握できるよう

兼務とする。判断及び指示に要する時間は短時間で行えることから，東海第

二の重大事故等対応は，東海発電所の事故収束作業に関わる対応に影響を受

けない。 

  ｂ．原子炉主任技術者，廃止措置主任技術者 

・ 東海発電所の廃止措置主任者及び東海第二の原子炉主任技術者は，各々の発

電所の保安の監督の責務があることから，各々発電所別に独立して配置する。 



災害対策本部体制 (案) 

兼 務 者：46名 
東二専従：64名 
東海専従：22名災害対策本部長（所長）○1  

(原子力防災管理者)
原子炉主任技術者①

廃止措置主任者①

本部長代理○3  
(副原子力防災管理者)

情報本部員① 情報班 班長① 情報班 班員○2

広報本部員① 広報班 班長① 広報班 班員○2

庶務本部員① 庶務班 班長①
庶務班 班員⑨

中央制御室 ※1

庶務班（総務）

庶務班 班長①

庶務班（保健安全）

庶務班 班長①

庶務班（施設防護）

庶務班 班長①

庶務班 班員○2

庶務班（防災）

自衛消防隊隊員⑩自衛消防隊
隊長①

保修本部員①

保修班 班長①

保修班 班長①

保修班 班長①

保修班（電源）

保修班（給水）

重大事故等対応要員⑭
(電源確保対応，給水確保対応)

放射線管理班
班長①

放射線管理班
班員①

放射線管理
本部員①

重大事故等対応要員④
(放射線測定対応)

技術本部員① 技術班 班長① 技術班 班員①

運転本部員① 運転班 班長① 運転班 班員①

（初期消火対応） （初期消火対応）

情報班 班員①

【自衛消防隊】

【重大事故等対応要員】

【当直要員】

【災害対策本部 本部員】

【運営支援組織】

【実施組織】

【技術支援組織】

【原子力オフサイトセンター派遣】

緊急時対策所に滞在する要員 中央制御室及び現場に滞在する要員

災害対策本部長（所長）②

広報班 班員①

保修班 班員①

技術班 班員②

放射線管理班 班員②

※1 平時は中央制御室に待機し，災害対策本部の 

確立後は，情報班として中央制御室に常駐する。

【東海発電所】

廃止措置班班長① 廃止措置班班員②

(注) 要員数は今後の訓練等を踏まえた検討により 

変更となる可能性がある。

【凡例】 

○数：要員数 

重大事故等対応要員⑮
拡散抑制対応，
アクセスルート確保対応

保修班（東二統括）

中央制御室

原子力オフサイトセンターの災害対策要員 

重大事故等対応要員員③
(運転操作対応) 

運転班 班長①
（当直発電長）

当直副発電長①
当直運転員⑤

放射線管理班員④放射線管理班
班員①

放射線管理班
班長①

保修班 班員④

保修班 班員③

保修班 班員③

保修班（東二）

保修班（東海）
保修班（東海現場対応）

放射線管理班（東海現場対応）

廃止措置
本部員②

保修班（東海統括）

放射線管理班（東二） 放射線管理班（東二）

放射線管理班（東海） 放射線管理班（東海）

放射線管理班（東二現場対応）

備 考

情報班 班員②

情報班（東海）

情報班（東二）

庶務班 班員○2

保修班 班長①


